
七
月
六
日
か
ら
十
日
の
臼
隠
日
ま
で
、
百
数
十
万
人
の
波
で
ま
ち
を
う
ず
め
、
あ
で
や
か
さ
を
き
そ
う
竹
節
り
に
、

平
和
と
繁
栄
と
盛
く
者
の
ま
ち
の
よ
ろ
こ
び
を
う
た
い
あ
げ
花
十
周
年
七
夕
ま
つ

D
は
、
予
期
し
た
成
巣
を
お
さ
め

て
、
無
事
終
幕
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
盗
用
の
平
塚
、
七
夕
の
平
塚
は
内
外
の
人
た
ち
の
記
療
に
あ
ざ
や
か
な

残
爆
と
な
っ
て
な
が
く
の
こ
担
、
平
塚
の
発
展
に
、
有
形
無
形
の
寄
与
宇
一
一
及
ぼ
す
は
ず
で
す
。

七
ま
つ
り
の
第
一
日
大
尽
に
は
、
竹
飾
白
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
が
行
な
わ
れ
、
全
市
の
部
の
特
選
に
溝
口
力
パ
ン
店

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
商
店
内
団
体
の
部
で
は
、
新
栄
金
(
金
戸
惑
眼
辺
五
五
郎
氏
)
が
一
盤
、

ζ
と
し
の
あ
光
ら

し
い
ζ

こ
ろ
み
で
あ
る
夜
乗
り
都
で
時
神
奈
中
平
塚
営
業
所
が
俊
彼
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
告
白
惣
町
内
の

甘A
M出
部
溶
九
十
世
帯
は
、
全
世
情
そ

r
oっ
て
竹
節
り
を
出
し
注
呂
さ
れ
ま
し
た
。
上
位
成
績
次
の
と
お
白
で
す
。

第
九
hグ
@
き
ん
ざ
ょ
や
(
蓋
平
)

第
十
ん
グ
@
古
震
製
綿
(
株
)
(
平
塚
)

第
十
一
ク
@
向
山
麗
容
鰭
(
旭
)

昭和35年 7 月 10 路
発符@平塚市役所;
綴築 e 総務課

月刊@毎月 10日ぺ書官3fl

昭和31年10月3日第3種

郵便物認可

時周年七夕@竹節りコンクール

号

w
v晶
一
市
の
部

特
選
@
滞
日
カ
パ
ン
店
(
新
宿
)

準
特
選
@
務
部
眼
鏡
脳
(
ん
グ
)

e

ト
キ
ワ
ヤ
(
ん
ゲ
)

。
長
雨
霞
(
タ
)

@
霞
久
間
属
品
@
旭
高
島
軍
司
服
用
口
@
ミ
ヅ

マ
ル
@
審
月
蛍
窓
鋳
e

平
隠
人
形
専

門
店
。

w
v地
区
間
酬
の
部
(
一
等
と
な
っ
光
店
)

第
一
地
区
@
不
二
議
(
新
宿
)

第
一
一
グ
@
伊
勢
怒
(
hゲ)

第
一
万
@
ヒ
吉
ツ
ト
コ
や
(
グ
〉

第
四
グ
@
く
ろ
が
ね
や
(
タ
)

第
五
タ
@
紀
の
底
堅
紙
店
(
タ
)

墾
ハ
タ
@
山
鉄
(
須
蚕
)

第
七
夕
木
将
家
間
開
店
(
造
語
)

第
八
・
グ
@
は
た
の
や
(
平
塚
)

オジサンは、正面のカベの字がええないのでしょうか@

地下道では、人は左側室九自転奉はお争てとおるのが

きまワです。{僕はちゃんと守っています。

ア月号

光
占
げ
が
め
だ
っ
た
旬

後
位
翼
@
神
奈
川
中
央
交
通
平
塚
時
間

議
所

努
泣
時
蝿
@
審
問
眼
鏡
店
@
ト
キ
ワ
ヤ

@
大
塚
鐙e
滝
口
カ
パy
市
出
@
野
回

議
e

双
葉
叫
仲
愉
服
店

e
(以
上
新
宿
)

揮
国
商
店
(
平
塚
)

一
般
家
庭
の
怒

29 ， 000部発行@全世子普配布
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安
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M
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向
島
汚
市
議
会
各
議

島
民
会
の
内
容

マ
2
日
火
葬
議
移
築
蚕



( 2) 

厚
木
基
地
所
在
の
ロ

ッ
キ
ー
ド

U
2

型
ジ

ェ
ッ
ト
機
に
関
す
る

婆
拶
一
一
決
議

ロ
γ
キ
i

ド
む
q
動
一
ジ
エ

昨
年
、
藤
沢
数
倍

以
来
、
回
出
会
に
お
い

た
が
、
な
お
か
つ
、

平
塚
市P
T
A
逮
終
協
議
一
単
級
お
か
ひ

b
か
れ
ま
す
。

、
今
回
か
ら
来
年
の
六
月
一
「

P
T
A

と
は
」L

毎
月
一
回
あ
て
、
P
T
A

一
の
朝
出
闘
で
は
な
く
、

わ
が
「
広
報
ひ
←
ら
つ
か
」
炉
、
会
っ
か
」
に
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん

ζ
の
年
金
額
度

国
懇
巾
広
報
紙
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
の
御
指
導
と
御
鞭
援
を
ぬ
が
っ
て
や
け
で
す
。
が
実
施
さ
れ
る
に
怒
っ
た
乙
と
を
お

入
選
の
栄
を
か
ち
え
た
乙
と
は
、
今
み
ま
せ
ん
。
前
置
す
る
に
、
広
報
紙
お
か
げ
さ
ま
で
、
文
垢
市
長
と
か
知
ら
せ
し
、
挙
っ
て
留
民
年
金
の
掛

号
甘
議
告
し
た
と
お
白
で
す
。
は
、
市
民
み
な
さ
ん
の
も
の
で
す
か
す
〈
人
市
長
と
か
日
訪
問
わ
れ
て
い
る
わ
た
金
を
キ
支
出
し
て
い
た
た
く
よ
う
、

と
れ
は
、
恕
当
の
総
務
課
広
報
係
ら
、
み
な
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
か
く
し
も
、
面
白
を
ほ
ど

ζ
7
ζ
と
が
お
綴
い
す
る
わ
け
で
あ
b

ま
す
。
傍

白
が
、
い
さ
さ
か
鼻
栓
高
く
し
て
も
な
い
と
、
せ
っ
か
く
の
努
力
も
ム
ダ
で
き
、
近
く
東
京
で
催
さ
れ
る
広
報
え
あ
れ
ば
騒
い
な
し
、
わ
れ
わ
れ
自

よ
ろ
し
い
こ
と
だ
と
潔
い
ま
す
が
、
に
な
白
ま
ず
し
、
経
時
間
も
ム
ダ
に
な
研
修
生
に
は
、
務
部
と
し
て
お
か
疫
が
自
身
の
た
め
に
、
国
の
機
関
に

亀
しh
r
t
i
l
t
らa
g
a
量
E
B
5
4
る
わ
け
で
す
。
紙
夕
ズ
に
し
な
い
よ
れ
、
一
痛
の
レ
ク
チ
ュ
ア
在
日
時
み
る
掛
金
を
す
る
こ
と
は
、
荷
持
に
、
ゎ

ご
と
す
、
参
ズ
に
な
ら
な
い
よ
う
五
葉
揺
し
ま
し
た
。
ぁ

D
が
た
い
れ
わ
れ
が
霊
震
の
嚢
に
協
力

士
山
崎
同
互
に
広
報
紙
峯
し
育
て
て
ゆ
き
た
こ
と
で
す
。
す
る
と
と
を
窓
旅
す
る
わ
け
で
す
か

叩
{
L
t
F

議
綴
毅
鐙
ら
、
せ
っ
か
く
察
施
に
ふ
み
告
つ
光

一
訟
購
盤
麗
呂
志
ど
こ
す
こ
の
震
に

i

る
よ
う
、

地
ゴa
i
!

機
騒
畿
一
宮

E
s
i
i
p
L

切
め
い
め
い
の
義
を
漁
民
生
紫
の

立
認
襲
撃
轟
欝
欝
い
も
の
で
す
。
た
ま
い
た
ま
、
国
民
主
ち
い
繁
栄
主
主
、
協
力
い
た
し
ま
し

一
議
警
護
欝
欝
広
報
襲
、
重
な
み
の
、
支
え
そ
の
…
襲
撃
ら
、
啓
蒙
の
一
ょ
う
。

明5
1
3
E
5
2
5
E
撃
機
警
な
る
ハ
ム
告
や
童
話
収
録
で
あ
っ
て
交
を
蘇
ま
れ
て
、
寄
稿
し
た
と
乙
ろ
手
続
き
も
、
往
来
の
保
険
襲
と

審
議
員
の
方
の
都
世
胆
唱
の
お
か
げ
で
は
、
そ
の
目
的
を
売
好
に
遠
ず
る
こ
で
す
が
、
い
よ
い
よ
弱
年
臨
月
か
の
開
店
開
も
あ
由
、
相
当
な
関
難
も
あ

あ
る
乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
市
と
は
で
き
ま

7
ま
い
。
市
民
に
読
ん
ら
、
間
四
民
年
金
制
札
度
以
実
施
の
段
階
る
よ

3つ
で
す
け
れ
ど
、
市
校
所
の
年

民
の
み
な
さ
ん
の
「
湾
」
を
紙
面
に
で
も
岳
わ
な
け
白
や
何
に
も
な
白
ま
に
護
っ
た
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
金
保
で
密
扱
い
に
専
念
し
て
お
り
ま

反
映
さ
せ
、
さ
ら
に
「
声
な
き
さ
せ
ん
。
読
ん
で
も
ら
う
光
め
に
は
、
に
た
い
し
て
も
、
乙
の
機
会
に
、
福
す
か
ら
、
郷
照

A令
さ
い
。

を
敏
感
に
と
ら
え
な
が
ら
、
市
民
の
ど
ん
な
広
報
紙
で
な
け
れ
ば
な
ら
由
税
額
家
の
名
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
れ
た
権
利
も

み
な
さ
ん
と
の
つ
な
が
白
を
密
に
し
か
。
そ
の
苦
心
や
努
力
の
現
わ
れ
場
強
の
た
め
の
、
諸
穫
の
癒
秘
年
金
け
ま
せ
ん

で
き
た
結
果
で
す
。
が
、
血
ん
き
に
は
県
下
の
、ζ
の
党
び
制
度
と
は
別
に
、
在
来
の
社
会
保
険

ζ
ん
と
も
よ
り
よ
い
「
一
広
報
ひ
ら
は
金
閣
の
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
と
制
度
の
わ
く
外
に
あ
っ
た
一
般
の
鹿

国民年金は，いよいよ来年の 4 月か

ら，みなさんに保険料を納めていた

だくことによって，本格的に発足し

ます。市役所民生課年金係では，こ

の準備をす込めており，今月 15日か

ら，菌民年金に加入するような人，

加入できない人などを知るための，

t仕様調査を，全市いっせいに行ない

ます。 近々調査員が訪問しますか

ら， うっかりとりのこされる人がな

いように，すふんで鴎け上討をしてく

この調査をもとに，ことしの10月以

20歳~49歳までの人， 1 入 1 人

1"首長年金子候j が渡されます

この手帳は，国民年金に加入した，

ことを証明し，一定の条件に達した

とき，年金をもらうことができるこ

とを立証するものです。思民生手金手

帳があなたの手に渡ったときから，

あなたは，つとめ人と同じように

J恵、給の保障をもっ7ニことになります

箆民健康保険の加入者が次の届け

出をするときは，必ず保険訟を添

え， 10日以内にすませてください。

出生庖@死亡混@住所の変更

隠 e 社会保険への加入隠など

社会保険の資格をなくして閣僚へ

入ろうとする人も同じです。

毘民健康保険課

15臼から
お宅音調査員が訪問しますと

争のこされる人がないように



類
学
助
う
る
得
こ
の
た
∞
令
'
こ
在
年
間
出
し
後
る

の
の
扶
あ
す
損
い
る
め

J

老
は
る
現
ロ
ら
と
。
老
え

金
額
五
け
と
て
な
な
柿
制
限

W

る
ら
金
く
'
は
か
金
す
'
ら

T

年
た

9
設
相
す
う
い
し
う
を
は
え
か
け
て
て
命
す
年
ま
で
も
一

'
つ

2
1
'

た
こ
っ
心
ど
料
額
ら
す
掛
っ
び
余
で
'
り
金
が
中

で
だ
お
私
は
が
ず
に
感
き
と
倹
総
も
で
の
え
の
均
と
が
な
け
金
一

ず

4
4

い
き
金
り
引
す
保
み
ら
門
円
か

o
が
平
こ
ど
に
掛
年
一

年
恥
ら
恥
亙
を
け
ま
し
ま
関
込
か
∞
∞
で
す
命
の
う
ほ
算
の
の
一

5

る
も
保
お
活
掛
あ
義
み
砕
い

o
才

M
J
い
で
寿
人
い
門
計
内
円
。
一

の
え
語
、
会
'
生
'
は
応
て

4

払
す
釘

4

お
ら
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均
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万
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∞
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B
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社
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一
い
が
'
ま
'
額
だ
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わ
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切
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J
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で
=

ま
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τ
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〈
れ
せ
か
す
'
ひ
人
と
り
が
年
ん
半
る
'
的
だ
約
さ
犯
る
ゆ
り
=

才
が
。
京
日
叩
金
え
中
平
す
出
が
を
の
る
な
人
は
込
年
な
も
一
十
い
伝
給
パ
す
が
一
一

応
夫
す
配
年
か
'
で
ち
す
例
才
す
に
の
金
い

i

に
か
も
ら
か
支
り
註
う
一
一

~
'
で
顎
民
い
で
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j
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才
て
ま
保
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昨
年
四
月
、
終
盤
の
ん
グ
国
民
年
金
法
。
目
さ
れ
て
い
光
の
で
す
が
、
国
民
の
大
半
一
人
は
さ
っ
ぱ
り
ふ
え
ず
、
現
夜
、
働
け
一
門
ん
る
い
を

が
で
き
て
か
b
、
一
担
余
を
す

G
し
、
一
を
し
め
る
農
漁
業
を
い
と
な
む
人
ゃ
、
一
る
人
十
一
人
で
一
人
の
老
人
の
世
露
を
一
∞
さ
い
て
供

易
型
、
無
拠
出
館
、
つ
ま
り
掛
け
す
雲
海
売
を
し
て
い
る
人
た
ち
と
す
る
関
係
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
土
削
奥
日
休
時

金
な
し
の
老
令
@
障
同
首
@
母
子
各
犠
枝
一
は
、
こ
の
よ
う
な
総
度
が
な
か
っ
た
一
後
方
十
年
後
に
は
、

ζ

れ
が
一
ユ
人
で
二
一
川
口
約
て
祢

年
金
が
実
施
さ
れ
て
、
す
な
日

L
、
慰
金
一
党
め
、
一
生
働
い
て
年
設
と
っ
て
も
、
一
人
の
老
人
を
み
る
こ
と
に
な
っ
て
く
る
一
ー
い
を
つ
米

の
女
給
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
乙
一
ま
た
、
思
わ
ぬ
事
故
で
け
が
を
し
て
一
そ
う
で
す
。

ζ

う
い
っ
た
昆
と
お
し
の
一
士
宮
料
な
才

何
一

t
z

険
養
開
問

の
あ
と
を
つ
い
で
来
年
、
昭
和
山
一
ヱ
ム
ハ
一
も
、
何
の
す
く
い
も
、
さ
さ
え
も
な
い
一
も
と
で
麗
給
や
年
金
が
つ
か
な
い
働
き
一
合
消
保

年
四
月
骨
ら
は
、
本
格
的
な
爵
民
年
金
一
ま
、
、
六
社
会
保
障
の
谷
閣
に
シ
苔
の
こ
一
方
を
し
て
、
年
を
と
っ
て
い
っ
た
ら
、
一
場
こ
部
す
て

制
度
と
し
て
、
拠
出
制
の
雲
市
@
襲
一
さ
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。
一
そ
コ
老
後
は
、
不
安
定
な
乙
と
こ
の
う
一
初
は

9
期
で
し

、
一

r
u

一
f

会
は
の
要
亡

@
母
子
@
遼
児
@
寡
婦
各
年
金
が
発
足
一
淳
笠
省
の
調
べ
に
よ
る
と
食
袋
詰
問
や
一
え
な
い
も
の
、
と
い
え
渓
じ
よ
う
。
一
年
年
金
定
必
死

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
医
学
か
す
〉
ん
で
、
人
が
、
ま
す
ま
す
一
発
足
を
来
年
に
ひ
か
え
た
箇
民
年
金
純
一
託
子
年
一
が
が

ζ
の
翼
年
金
制
度
は
、
「
私
査
に
吾
妻
を
す
る
よ
う
に
は
な
っ
た
も
…
壁
、
だ
れ
か
れ
の
別
昔
、
全
部
の
一
録
時
'
と

4
4

-
一
一
:
も
こ

t

車
撃
年
金
が
も
件
担
え
た
ら

-
i
:」
右
の
、
家
襲
警
は
げ
し
い
変
白
骨
国
語
面
会
議
事
及
ぼ
そ
う
と
す
正
ト
ド
ー

と
い
う
た
く
さ
ん
な
入
の
聞
に
C
た
え
一
た
で
、
老
人
の
地
位
も
た
い
へ
ん
容
口
一
る
制
度
で
あ
っ
て
、
い
ま
、
恩
給
や
年
一
時

た
、
所
得
保
障
の
制
度
で
す
。
得
所
や
一
担
、
必
子
し
も
者
後
、
子
ど
も
に
た
よ
一
金
を
も
ら
え
な
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
一

U

会
札
a
主
揚
な
ど
に
つ
と
め
て
い
る
人
一
れ
る
人
ば

h
r
bでは
な
い
う
ζ

と
で
一
る
人
た
ち
を
、
ぜ
ん
ぷ
、
年
金
制
度
に
一

1
寸
一

た
ち
は
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条件で，もらえる額の例をあげると i
i たって約めるのはながすぎるという

保険料を絞めた期間が i 
|人は，一番はじめの月に，まとめ

3 年以上初年未満毎年19 ， 2∞F'll
i て，一度に納めてもよいことになっ

30年間の場合 毎年19， 800円 i
j ています。この場合の掛け金は，害1

35年間の場合 毎年22 ， 8∞円!
i り引きさわして， 23 ， 540内ですみます

なお， 18才以より子が 2人以上ある i
i またi年分とか， 2年分を，前納して

ときは， 2人目の子から1人あたり 4， I 
i もよいことになっています0

800円が加算支給されます。 1
静遺児年創立 i ニ~ニー~~日二 τ~--

一定の期間保険料を納めていた父ま!インフレ i己主主つ記ち
たは母が死亡して，孤児になったと! 一法によって簡が係簿一

2 き，その子が18二T になるまで年金が!大部分の人は，終戦後のひどいイ γ以とのほか、保険料を納めるこ I C.  "L-V..,. J 1.1.10-<1 ''-I J,..'<>I d.. <..-,--;:m;U" , 
もらえます。もらえる額の伊jは， I フレを経験しておられ，鼠民年金の

父母が保険料を納める期間が IJ卦け金を支払っても，ふたたびお金

3 年以上初年未満毎年 7， 200汚!の価値がなくなったら，なんにもな

お年間の場合 毎年 7， ~00r可|らない，としづ不安をお持ちでしょ

35年間の場合 毎年 9， 000円|うが，この点はだいじようぶです。

s なお，遺子が2人以上のときは， 2人|暦民年金は，間尽の生活を，あくま
静老令年金iま 1"'"'' = ". ~. '>O"~'，- ~ c ，~， .. '1 

!日の子から， 1 人あたりヰ， 800内が，)Q 1 で保障することを自由]としてつくら保険料を納め続けた人 I :'_"..J J '~-'../' ':\._tv_J I'-'.I"t, QUUI J/J.m-'j 
|算してもらえます。 I れたものですし，留が責任をもって65才になったときから毎年，年 1 7'f' '-'.':: 't.l .~^-.".. J 0 ! 
i 幹事事捧年金は i つくったものですから，こんど万一らえます。一定の携関とは. ! ~_-:>7j<''l>'-r;ue. I'"'' I 
165才になれば老令年金をもらえる資!インフレなどがおこった場合には，ってちがいがあり I U..J/J '~'''''l "1"'~. 1J ~r=."- 't.l '-'̂-''''''..゙'l.1 

ム l 格をもっていた人が， 65才にならな|そのときのお金の価値にあわせて，ますが，だいたいのところ， 20才ロ I 'IP'<!,. 'ﾐ -J ~">I，- /'-I.)" ， 1.),)-1 .'-1.... '_JJJ...I 
i いうちに死亡したようなとき，その i 支給する年金の額をかえていくことの人はお年以上， 30才以上の人は10 I V / ':.-I''-:n."t__ ¥....'1'-"" .J 1<>. t... �' -(.,_ VJ! 

うようになってお仇も!奥さんが，夫にかわって，年金をも!になっています。このことは，法律
i られというものです。この場合， 1 の上でも， l'保障するJ と明文化さらえる年金の綴も，保険料を絞めた i '_'> .1, <-" / 't.l ~-' '- '0 '-V-"W;  , I 
i 未亡人が年金をもらえる期間は， 60 i れています。ってちがいます。 2， 3Ø1Jを! .Il'-1_/\JJ~-.-- 3:tt'<!: 'ﾐ >:>x'-',.)fl;!Ji l'ljt J..., uu 1 

と。

20才の人が40年間約めたときは，

出 65才から，毎年42，∞0 円

40才の人が20年間約めたときは，

出 65才から，毎年18， 000内

部才の人が10年間約めたときは，

出 65才から，毎年号， 000円

~70才からは毎年iι∞9内

争際察年金iま
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5 年でもらえる人もあり， ま

主主い障害寄の人は，普通の年金に

さらに私自由8月が加算されます。

保険料を納めた期間が，

3 年以上26年未満毎年2， 4000内

部年間の場合は毎年30，∞B汚

〈第 3種郵便物認可〕 第 102 号

か込えて宋亡人世裕となったときに
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夫

29 日目明石町公爵・もと平商高校庭

以上の日程以外の農業地域へは，

呂月 17己から巡回する予定です。

レントゲン尊重ふたたび、鑑臨 むよくい
衛生課が，さきごろ保健所の協力を 人で，健康診断を受ける機会がな 25呂から巡回します

求めて行なった結核健康診断は，昨 く第 1 田健康診断のとき，受けそたのしい夏休みはもうすぐです。市

年より 60%ほど多し、3.022人が受検1 くなった人全員。 立図書館では、次の日程で、緑陰IZI

39人の精密検査を必要とする人を発静日程@次のとおり， 7 月中。先に書館を巡回します。御愛読ください。

見しました。しかし，また，健総必 書いた会場は守前10~1'~正午まで [7 月〕静 25 日から花氷 e 銚浜開公民

断を受けなかった人がたくさんいる あとの会場は午後 1 時~3 時まで 鎮静 26日から北久保@宥朝日公民館

わけですし，県レントケ/'王手の追加 14 日=ゴム富士見社宅 e 河諏訪町社 幹 27日から千2読谷青年会場。静 29

記事もみとめられましたので，続け 宅 日から蓮光寺@大神公民館静 30 日

て，健康診断を巡回することにしま 15 日 z ゴム浜岳社宅・同春日野社宅 から束中原公民館@中久保寺。

した。 前記した要注意139人という 18日出花水郵便局横 e 花水幼稚麗 [8 月〕静 1 日から片間青年会場。静

数字でもあきらかなよラに，ひとり 19日同花水公密~ J黒部丘府)1[菓子店 2 から豊原@町村荷公民館。静 3

ぎめの健康はあてになりません。 20日=~ヒ金目農協倉庫@広)1[青年会 白から横内公民立宮@長持鈴木さん

今度の巡凶が，おそらく，ことしの 21 日出金目観音堂前@問所 宅静 5 日から湾入杉山弁二氏宅争

最後の機会でしょう。無料で，しか 22日世田村公民館 e 大神公民館 6 日から大久保公園 e 春日神社静

も，ポタ Yのないシャツなら着たま 25 日思横内公民官官ー日目立東尼沼社宅 8 臼から中原公民館@熊野神社幹

まで受けれるレントゲン健康診断を 26 日同本宿高部運送@上平塚公民館 10呂から大奉院 .)11宮古青年会場静

こんどこそ，ぜひ，受けてください 27日=紅谷町公箆@新宿登)11寺前 11 日から南原公民館静 12自から広

善対象. 5 才以上の人。家庭にいる 28日間須賀母子寮・桃浜町やお彦前 }I!公民館@箕間部落事務所。
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警

t

月
二
十
七
三
忠
得
(
二
十
窓
会
れ
の
ユ
ニ

空
室
宵
委
員
会
が
長
決
定
す
一
回
小
学
校
と
伊
勢
原
中
学
校
が
、
そ
れ
一

5
9
2

言
ホ

i
ム
(
宣

る
。
一
ぞ
れ
最
優
良
校
一
も
え
ら
ば
れ
ま
し
た
。
一
分
)
工
一
天

②
採
択
委
員
お
よ
び
C
れ
に
資
斜
を
捷
一
円
偲
人
の
部
〕
六
月
六
日
警
官
ぷ
で
行
…
弟
と
そ
の
一

供
す
る
た
め
の
各
種
キ
由
民
生
の
構
成
一
な
わ
れ
た
市
内
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
一
(
五
十
分
)

任
務
は
、
教
育
長
が
定
め
る
。
各
校
か
ら
八
十
人
の
氾
重
生
徒
が
参
加
一
上
映
し
ま
す
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らひ広

が
ち
ょ
っ
と
ひ
ぴ
い
た
の
か
。

し
か
し
、ζ
の
場
合
、
依
頼
?

く
す
に
は
決
し
て
不
利
で
は
な
い
。

こ
れ
を
一
機
会
に
1
勉
議
は
第
一
一
の
問
一

題
。
(
担
保
山
{
で
国
大
清
水
先
生
)
一
命
。

(5) 

。だれにも震え

ないあなたの悩

み、心酉芭むとを

そっと訴えてい

ただく。

と害 e 毎月第 1

鍔 3 J'3躍号待~1事縛.

ととる a …ぃ。福祉事務所応忍皇室

組談員.'……綴人民主主餐員ほか

穏談内容@身のうえ e 健康@家庭

@住居@職業・結婚@生活@教育

その他精神的経済的勝題なんでも

7 丹 27 鎚!こ
豊原・花水・海緑

須宮各公民錦と
罵人消防関へ侶午後 2 持1 J'l 



ある。相撲JI/ とその湾口を利用

した港によって外部と物資の交

流が活発に行われたからである

米殻肥料海産物をはじめあら

ゆる生活物資が須賀の淘墜を経

由して各地に卸小売された。な

かでも須賀の魚究〈さかなうり〉

たちは棺模国中央部の広い地

域は勿論のこと

'Jl ìli東部から武

州西南部に:liる

地までを間内に

もって

式こくま

しい商

肢を磁

処に発

ゴ草して

L 、主こ。

、須賀

の頓まE

Oの笑

い話は広い商業童書に汎く知れ渡

っていた。稚気あふるるユーモ

アの数々は須賀の海人の存在を

公衆に認めさせる上にPR とし

て大きく役立ったようである。

須賀の商人たちが各地に向っ

た起点がキしむ辻であった。そし

てここに滞縫くうらおきて〉。

大きな高札くこうさつ〉場があ i
ったことは有名な話である。!

No.52 
総括議銀鱗緩縁控室哲雄密揚私

平塚市須賀に札場と呼ぶ小字

がある。通称Ii::札の主主という。

戸JI/市長の筆になる、横川須賀

湊干しの辻蹟クの碑が惑ってい

る。

須賀には弘法大蹄が伊主主留か

ら来航したとい

う古い伝説があ

る。江戸時代に

は安房国や三崎

方面伊

豆国な
どカミら

相模隠

の皇室Lli

大山に

主主拝す

るため

海路須

賀まで

来た参議者も多かった。 ζの参

路はあんがいもっと古い時代か

らもちいられていたかもしれな

し、。

小田原の北条氏が関東を1fjIJ務

していたころ須賀は著しく繁昌

した。ひと口に須賀千軒と震わ

れ経済的行政的に相撲醤中央地

域の中心であった。須賀の商業

が繁昌したのもそのころからで

の

妥1長議J劦 

を
き
く
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〓i

の
輩
稽
が
、
議
誌
に
上
っ
て
読
み
あ
げ
は
制
緩
ず
る
の
が
」
と
抗
議
す
る
と
、

暗
w韓
関
ら
れ
ま
し
た
二
一
一
五
ほ
ど
の
期
襲
警
は
、
静
か
に
「
議
長
の
命
令
長

山4
A
mき
の
醐
す
む
と
、
議
官
買
は
聴
衆
に
む
か
つ
て
、
し
な
さ
い
」
と
い
い
ま
し
た
。
こ
の

A

U

蝿
と
い
醐

λ

鍵
と
A間
醐
「
こ
れ
か
ら
討
議
に
入

D

ま
ず
。
発
言
も
す
な
お
に
品
ぢ
ま
し
党
。
イ
ギ
リ
ス

酢
一
時
的
飢
酬
は
一
人
笈
倍
以
内
、
ま
た
っ
た
ら
鈴
で
は
、
警
は
非
常
に
権
威
京

し
議
後
る
酬
を
鳴
6

し
ま
す
」
と
い
い
ま
し
た
。
さ
の
と
さ
れ
、
な
ん
ぴ
と
も
誤

認
雲
く
醐
か
ん
な
警
が
あ
担
ま
し
た
が
、
鈎
が
に
護
ず
る
の
が
重
で
す
。

一E
5
i
h
-
-
5
4
5
-
h

鳴
る
と
す
守
や
め
、
そ
の
す
な
す
な
や
さ
て
、
そ
れ
か
ら
、
議
官
置
は
問
問
品

ニ
ヱ
ニ
年
前
の
乙
と
で
す
が
、
あ
る
担
方
は
、
治
宿
泊
を
逮
緩
さ
せ
る
の
で
し
と
ほ
の
申
で
こ
う
い
い
ま
し
花
。

い
夕
方
、
口
ン
き
ほ
ど
、
一

y
に
い
た
私

、

G
a
D
@
瓦

コ
ー
ル
民
の
議

ー
泊
ン
ド
ン
の
議
長
と
聴
衆
i

コ
ー
ル
民
は
、
親
会
社
金
主
花
。
ま
す
。

で
あD
、
た
い
へ
ん
は
ば
の
と
こ
ろ
が
、
あ
る
一
入
が
、
五
凡
げ
た
衆
の
一

者
と
し
て
、
知
ら
れ
て
い
ま
っ
て
も
や
め
ま
す
ん
。
譲
受
は
な
ぜ
か
で
あ
っ
た
の
で
、

鈴
を
鳴
ら
し
ま
せ
ん
。
と
う
と
す
っ
そ
の
る
こ
と
多
大
と
開

乙
の
日
、
会
場
の
千
余
の
絡
手
は
告
人
は
、
十
八
円
骨
開
閣
も
し
ゃ
べ
っ
て
、
い
を
制
限
し
な
か
っ
光
の
で
す
」
。

さ
が
色
、
っ
し
ろ
に
は
立
っ
て
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ
て
坐

b
歩
レ
花
。
と
き
、
金
揚
の
聴
衆
は
、
あ
ら

7

も
た
て
さ
ん
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
次

m
M討
論
者
は
五
凡
げ
た
つ
と
、
チ
ン
ノ
う
な
拐
事
を
議
議
に
送
白
ま
し
た
。

あ
い
に
く
コi
ル
氏
は
、
急
関
で
そ
こ
で
、ζ
の
人
が
「
議
長
、
さ
き
ほ

れ
な
く
な
白
、
扇
け
ら
れ
た
演
説
ど
の
人
は
十
八
分
も
や
ら
せ
て
、
私
に
選
挙
と
生
活
五
十
時
闘
志
田
町

れ
い
く
と
く
檎

1

っ
し
ま
ざ
う

ら
な
早
〉
が
深
原
に
払
ま
じ
ご
と

b
p、
ば
き
を
生

h

ツ
、
の
削
闘
を
え
存
が
き
緩

く
く
な
行

K

あ
と
ら
印
力
加
;
刊
だ
務

に
を
融
持
@
読
こ
か
て
努
を

Jー
の
た
総

ぎ
味
の

R

愛
の
課
し
ろ
菱
山
き
い
(

す
意
紙
宿
ご
摘
各
そ
い
改
」

7

づ
を

日
、
報
。
新
の
指
。
、
ろ
、
え
気
見

お
て
広
る
塚
紙
ご
す
集
い
お
た
お
意

は
ぎ

o
す
平
報
。
ま
綴
で
な
こ
も
ご

紙
す
た
望
く
広
す
し
@
問
、
に
ら

報
が
つ
切
ま
た
材
の
が
克
か
‘
ら

広
相
川
あ
う
え
い
い
取
こ
す
意
れ
た
す

正
念
も
よ

E
S

ざ
び
・
、
ま
ご
こ
し
ま

月
。
事
る

d

ご
わ
出
向
い
ー

先
た
誌
す
お
う
お
提
遮
て
て
れ
い
存
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